














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(出典) 筆者撮影 (2013 年 1 月 8 日)
記念碑からみる二二八事件における ｢族群和解｣ (鈴木)125
二二八紀念碑一覧表
番号 建立年月日 碑 名 設 置 場 所
1 1989. 8.19 嘉義市弥陀路二二八紀念碑 嘉義市弥陀路忠義橋附近
2 1992. 2.28 屏東県二二八紀念碑 屏東市中山公園南側
3 1993. 2.28 高雄市二二八紀念碑 高雄市鼓山区鼓山区寿山二二八和平公園内
4 1993. 2.28 高雄県二二八紀念碑 高雄市岡山区碧紅里和平公園内
5 1993.10 台南市二二八紀念碑 台南市建平路台南市政中心西側緑地
6 1994. 2.28 屏東林辺郷二二八紀念碑 屏東県林辺郷河浜公園内
7 1994. 7.16 八堵站罹難員工紀念碑 基隆市台湾鉄道八堵駅附近
8 1995. 2.28 台北二二八紀念碑 台北市二二八和平公園
9 1995. 6.15 台中市二二八紀念碑 台中市東峰公園
10 1996. 2.28 台南県二二八紀念碑 台南市新営区綜合体育場
11 1996. 2.28 嘉義市二二八紀念碑 嘉義市二二八紀念公園
12 1996. 2.28 嘉義県阿里山郷二二八紀念碑 嘉義県阿里山郷公所
13 1997. 2.28 花蓮県関懐二二八紀念碑 花蓮市北浜公園
14 1998. 2.28 二二八事件引爆地紀念碑 台北市南京西路 183 号
15 1999. 2.28 湯徳章紀念碑 台南市湯徳章紀念公園 (台南文学館対面)
16 1998. 2.28 桃園県二二八紀念碑 桃園県蘆竹郷中福村二二八紀念公園
17 2000.11.14 雲林県古坑二二八紀念碑 雲林県古坑郷脚村公墓
18 2001. 2.28 台中県二二八紀念碑 台中市大里区国光公園
19 2001. 5.30 静宜大学二二八紀念碑 台中市沙鹿区大肚山麓静宜大学内
20 2002.11.28 三重市二二八紀念碑 新北市三重区二二八和平公園
21 2003. 2.28 基隆市二二八紀念碑 基隆市中正公園
22 2004. 2.28 新竹市二二八紀念碑 新竹市親水公園
23 2004. 2.28 宜蘭二二八紀念碑 宜蘭運動公園
24 2004. 4.29 南投二二八紀念碑 埔里愛蘭橋
25 2006.11.13 高雄市二二八和平紀念碑 高雄市鹽區中正四路 二二八和平紀念公園
26 2007. 3.10 埔頂二二八蒙難紀念碑 新北市淡水区私立淡江高級中学
27 2016. 2.26 宜蘭縣二二八事件受難者紀念碑 頭城鎮慶元宮前廣場









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(出典) 筆者撮影 (2013 年 1 月 12 日)
ら
れ
た
思
想
を
検
討
し
て
き
た
。
二
二
八
紀
念
碑
か
ら
移
行
期
正
義
や
族
群
和
解
の
問
題
を
考
え
た
時
、
次
の
二
つ
の
事
柄
を
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、
二
二
八
紀
念
碑
に
は
、
被
害
者
た
る
｢
本
省
人｣
と
加
害
者
た
る
｢
外
省
人｣
の
妥
協
し
得
る
最
低
限
度
の
条
件
下
で
の
和
解
の
モ
デ
ル
が
示
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
二
二
八
事
件
の
歴
史
清
算
は
、
平
和
を
願
う
心
だ
け
で
は
な
く
、
寛
恕
の
心
あ
る
い
は
愛
を
も
っ
て
｢
族
群｣
の
団
結
と
調
和
を
は
か
る
こ
と
を
、
い
わ
ば
｢
強
制｣
さ
れ
、
和
解
的
状
態
に
置
か
れ
た
受
難
者
と
そ
の
家
族
ら
の
心
の
傷
が
真
に
癒
さ
れ
る
日
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。｢
真
相｣
の
究
明
は
、
そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
た
め
の
重
要
な
手
段
で
あ
る
。
第
二
に
、
そ
れ
ゆ
え
、
二
二
八
紀
念
碑
は
、｢
根
本
的
な
真
相
が
解
明
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
、
簡
単
に
和
解
的
状
態
を
作
っ
て
し
ま
っ
た｣
と
い
う
二
二
八
事
件
の
根
本
的
問
題
の
深
ま
り
を
助
長
さ
せ
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。本
稿
は
、
二
二
八
事
件
と
移
行
期
正
義
や
族
群
和
解
と
い
う
問
題
を
紀
念
碑
か
ら
考
察
す
る
と
い
う
試
み
で
あ
っ
た
が
、
初
歩
的
な
検
討
を
行
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
二
二
八
紀
念
碑
の
研
究
を
よ
り
深
め
て
い
く
た
め
に
は
、
台
湾
各
地
に
作
ら
れ
た
二
二
八
紀
念
碑
の
設
置
主
体
と
建
立
の
過
程
を
詳
ら
か
に
し
て
、
地
域
の
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
、
こ
れ
ら
の
紀
念
碑
が
慰
霊
式
典
や
教
育
上
に
お
い
て
実
際
に
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
き
た
の
か
(
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か)
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
註
(
１)
二
二
八
事
件
紀
念
基
金
会｢
時
代
在
眼
前
―
二
二
八

週
年
中
枢
紀
念
儀
式｣
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
六
日(h
ttps://w
w
w
.228.org
.tw
/
list_m
em
orialeven
t-view
.ph
p?ID
=
60)
、
二
〇
一
九
年
二
月
二
八
日
閲
覧
。
128
(２)
同
上
。
(
３)
薛
化
元
(
訳：
李
為

・
東
山
京
子)
｢
二
二
八
事
件
を
め
ぐ
る
歴
史
清
算
問
題｣
『
中
京
法
学』
第
五
一
巻
二
・
三
号
、
二
〇
一
七
年
、
一
五
五
頁
〜
一
七
五
頁
。
(
４)
例
え
ば
、
廖
継
斌
総
編
輯
／
蔡
秀
美
主
筆
『
二
二
八
事
件
文
献
目
録
解
題』
(
財
団
法
人
二
二
八
事
件
紀
念
基
金
会
、
二
〇
一
五
年)
参
照
。
(
５)
二
二
八
紀
念
碑
そ
の
も
の
を
取
り
あ
げ
た
研
究
は
少
な
い
が
、
例
え
ば

嘉
倫
｢
当
代
台
湾
紀
念
碑
研
究：
以
二
二
八
紀
念
碑
為
例｣
(
国
立
台
南
芸
術
大
学
芸
術
史
学
系
修
士
論
文
、
二
〇
一
二
年)
が
あ
る
。
(
６)
以
下
、
二
二
八
事
件
の
背
景
と
経
過
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
黄
秀
政
・
張
勝
彦
・
呉
文
星
『
台
湾
史』
(
五
南
、
二
〇
〇
二
年
、
二
四
五
頁
〜
二
五
五
頁)
に
よ
る
。
(
７)
周
婉
窈
(
濱
島
敦
俊
監
訳
、
石
川
豪
・
中
西
美
貴
訳)
『
図
説
台
湾
の
歴
史』
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
、
一
八
二
頁
。
(
８)
黄
秀
政
・
張
勝
彦
・
呉
文
星
『
台
湾
史』
前
掲
、
二
五
六
頁
。
(
９)
呉
密
察
監
修
、
遠
流
台
湾
館
編
著
、
横
澤
泰
夫
日
本
語
版
編
訳
『
台
湾
史
小
事
典』
中
国
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
二
三
六
頁
〜
二
三
七
頁
。
(
)
二
二
八
事
件
紀
念
基
金
会
｢
二
二
八
平
反
運
動
紀
要｣
(h
ttp://w
w
w
.228.org
.tw
/288_redress.h
tm
l)
、
二
〇
一
九
年
三
月
一
五
日
閲
覧
。
(
)
中
華
民
国
総
統
府
｢
総
統
在
二
二
八
講
話
中
華
民
国
八
四
年
二
月
二
八
日｣
(h
ttps://w
w
w
.presiden
t.g
ov.tw
/N
E
W
S
/22573)
、
二
〇
一
九
年
三
月
一
五
日
閲
覧
。
(
)
注

同
。
(
)
柳
照
遠
｢
二
二
八
紀
念
碑｣
(
張
炎
憲
主
編
『
二
二
八
事
件
辞
典』
国
史
館
・
二
二
八
事
件
紀
念
基
金
会
、
二
〇
〇
八
年)
、
一
九
頁
。
(
)
高
雄
市
二
二
八
和
平
紀
念
碑
の
右
側
面
と
左
側
面
の
碑
文
及
び
碑
の
右
横
に
添
え
ら
れ
た
説
明
板
の
日
本
語
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
(
一)
高
雄
市
二
二
八
和
平
紀
念
碑
(
右
側
面)
高
雄
市
二
二
八
和
平
紀
念
碑
文
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
に
よ
り
日
本
は
降
伏
し
、
国
民
政
府
は
、
民
国
三
四
(
一
九
四
五)
年
一
〇
月
台
湾
を
接
収
し
た
。
初
代
台
湾
省
行
政
長
官
陳
儀
は
、
民
情
へ
の
理
解
に
欠
け
、
民
衆
と
の
あ
い
だ
の
誤
解
は
日
増
し
に
深
ま
り
、
衝
突
事
件
が
し
ば
し
ば
記念碑からみる二二八事件における ｢族群和解｣ (鈴木)129
生
じ
た
。
民
国
三
六
(
一
九
四
七)
年
二
月
、
つ
い
に
二
二
八
事
件
が
発
生
し
、
台
湾
各
地
で
甚
大
な
死
傷
者
を
出
し
た
。
本
市
参
議
員
お
よ
び
士
紳
は
、
こ
の
解
決
の
道
を
探
る
べ
く
、
事
件
処
理
委
員
会
を
組
織
し
た
。
三
月
六
日
、
代
表
者
六
名
が
寿
山
の
高
雄
要
塞
司
令
部
(
司
令
彭
孟
緝)
に
赴
き
請
願
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
不
測
の
事
態
に
巻
き
込
ま
れ
、
請
願
代
表
の
う
ち
三
名
が
相
次
い
で
寿
山
軍
事
基
地
で
殺
害
さ
れ
た
。
事
態
は
、
さ
ら
に
拡
大
し
、
不
幸
に
も
高
雄
市
政
府
、
高
雄
駅
で
多
く
の
死
傷
者
を
出
し
た
。
民
族
の
傷
は
、
早
急
に
療
治
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
件
に
よ
り
死
亡
し
た
人
々
を
記
念
す
る
た
め
、
高
雄
市
民
が
協
力
し
て
こ
こ
に
碑
を
建
立
し
た
。
天
地
を
も
っ
て
心
と
し
、
山
河
を
も
っ
て
鏡
と
し
、
子
々
孫
々
ま
で
こ
の
歴
史
の
教
訓
を
心
に
刻
み
、
二
度
と
同
じ
悲
劇
が
繰
り
返
さ
れ
ん
こ
と
、
そ
し
て
す
べ
て
の
事
件
の
受
難
者
と
そ
の
家
族
お
よ
び
友
人
が
苦
し
み
の
桎
梏
か
ら
解
放
さ
れ
、
内
心
に
不
当
に
蓄
積
さ
れ
た
鬱
滞
を
除
去
さ
れ
ん
こ
と
を
願
う
。
各
族
群
間
の
調
和
、
さ
ら
に
全
人
類
の
共
存
共
栄
の
た
め
に
、
愛
を
も
っ
て
ね
た
み
合
い
を
取
り
除
き
、
愛
を
も
っ
て
相
互
に
抱
擁
し
、
も
っ
て
公
義
を
永
遠
に
わ
が
郷
土
に
と
ど
め
お
き
、
万
世
平
和
を
祈
念
す
。
高
雄
市
二
二
八
和
平
紀
念
碑
籌
建
委
員
会
謹
立
中
華
民
国
八
二
(
一
九
九
三)
年
二
月
二
八
日
(
二)
高
雄
市
二
二
八
和
平
紀
念
碑
(
左
側
面)
高
雄
市
二
二
八
和
平
紀
念
碑
誌
民
国
三
六
(
一
九
四
七)
年
に
発
生
し
た
不
幸
な
二
二
八
事
件
は
、
台
湾
歴
史
上
の
傷
跡
で
あ
る
。
そ
の
傷
を
癒
す
た
め
、
本
市
府
会
、
工
商
・
宗
教
・
学
術
各
界
と
地
方
名
士
諸
氏
は
、
そ
の
意
を
体
し
、
和
平
紀
念
碑
の
建
立
を
計
画
し
、
民
国
八
〇
(
一
九
九
一)
年
夏
、
建
設
準
備
委
員
会
を
設
立
し
た
。
建
設
準
備
委
員
会
は
、
多
く
の
場
所
を
視
察
し
、
風
水
が
極
め
て
佳
良
な
寿
山
を
選
ん
で
建
碑
す
る
こ
と
に
決
し
た
。
該
碑
は
、
イ
タ
リ
ア
滞
在
の
彫
刻
芸
術
家
屠
国
威
氏
の
設
計
に
か
か
り
、
イ
タ
リ
ア
の
大
理
石
を
彫
っ
て
つ
く
ら
れ
た
。
高
雄
市
二
二
八
和
平
紀
念
碑
と
い
う
字
体
を
正
面
に
刻
み
、｢
二
二
八｣
を
主
題
と
し
て
体
現
し
、
両
円
の
重
な
り
合
う
台
座
は
、
和
睦
円
融
を
象
徴
し
、
本
体
は
、
八
卦
型
を
採
用
し
て
永
遠
の
団
結
の
願
い
を
込
め
た
。
そ
し
て
、
碑
周
辺
を
整
備
し
、
雄
大
な
る
景
観
を
形
作
り
、
非
の
う
ち
ど
こ
ろ
の
な
い
み
ご
と
な
創
作
と
称
さ
れ
て
い
る
。
民
国
八
一
(
一
九
九
二)
年
二
月
二
七
日
に
起
工
し
、
一
九
九
三
年
二
月
130
二
八
日
に
落
成
し
た
。
こ
の
地
は
、
険
要
の
地
で
、
俗
世
の
喧
騒
か
ら
遠
く
離
れ
、
寿
山
の
緑
し
た
た
る
緑
蔭
を
背
後
に
お
く
。
全
市
内
を
俯
瞰
で
き
、
元
享
寺
の
暮
れ
方
の
太
鼓
と
明
け
方
の
鐘
が
鳴
り
響
き
、
愛
河
の
雄
大
な
流
れ
も
あ
り
、
壮
麗
で
変
化
に
富
む
。
既
往
を
懐
か
し
む
た
め
多
く
の
人
々
が
こ
こ
に
足
を
運
ば
れ
る
こ
と
を
願
う
。
市
長
呉
敦
義
謹
識
中
華
民
国
八
二
(
一
九
九
三)
年
二
月
二
八
日
(
三)
高
雄
市
二
二
八
和
平
紀
念
碑
右
横
の
説
明
板
高
雄
市
二
二
八
事
件
紀
念
碑
建
立
沿
革
高
雄
市
政
府
は
、
二
二
八
受
難
者
の
霊
を
慰
め
、
受
難
者
遺
族
の
長
期
に
わ
た
る
心
中
の
痛
み
取
り
除
き
、
と
も
に
手
を
携
え
て
こ
の
悲
し
み
に
太
陽
の
光
を
注
ぎ
込
む
た
め
、
民
国
八
二
(
一
九
九
三)
年
二
月
二
八
日
、
二
二
八
和
平
紀
念
碑
を
寿
山
に
建
て
た
。
そ
の
後
、
事
件
の
史
料
が
次
第
に
公
に
さ
れ
、
か
つ
紀
念
碑
の
位
置
も
市
街
地
よ
り
遠
く
、
敷
地
も
ま
た
狭
い
の
で
、
愛
河
仁
愛
公
園
内
に
新
た
な
紀
念
碑
を
建
立
す
る
計
画
が
た
ち
、
民
国
九
五
(
二
〇
〇
六)
年
九
月
二
二
日
に
起
工
、
同
年
一
一
月
初
め
に
竣
工
し
、
同
月
二
〇
日
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
寿
山
の
紀
念
碑
は
、
段
階
的
な
歴
史
的
意
義
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
な
お
原
地
に
保
留
さ
れ
た
。
仁
愛
公
園
二
二
八
紀
念
碑
は
、
現
代
的
な
設
計
方
式
を
採
り
入
れ
、
主
碑
は
、
人
体
工
学
的
観
点
に
適
合
す
る
よ
う
設
計
さ
れ
、
事
件
の
顛
末
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
受
難
者
の
姓
名
を
刻
ん
だ
記
念
壁
の
周
辺
に
は
緑
し
た
た
る
樹
木
が
添
え
ら
れ
、
人
々
を
記
念
広
場
に
導
く
。
そ
れ
ら
は
、
永
久
の
和
睦
円
融
と
団
結
を
象
徴
す
る
。
高
雄
市
二
二
八
和
平
紀
念
碑
重
建
委
員
会
謹
立
中
華
民
国
九
五
(
二
〇
〇
六)
年
一
一
月
一
三
日
(
)
新
北
市
三
重
区
二
二
八
紀
念
碑
の
台
座
プ
レ
ー
ト
碑
文
の
日
本
語
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
二
二
八
紀
念
碑
碑
文
一
九
四
五
年
、
日
本
の
敗
戦
、
投
降
の
報
が
伝
来
す
る
と
、
万
民
は
、
歓
喜
に
湧
き
、
不
公
義
な
植
民
地
統
治
か
ら
の
脱
却
を
慶
賀
し
記念碑からみる二二八事件における ｢族群和解｣ (鈴木)131
た
。
だ
が
、
台
湾
の
接
収
と
治
政
の
重
任
を
担
っ
た
台
湾
省
行
政
長
官
陳
儀
は
、
民
情
を
解
せ
ず
、
そ
の
施
政
は
偏
頗
で
台
湾
人
民
を
差
別
し
た
。
さ
ら
に
官
紀
は
腐
敗
し
、
経
済
不
況
、
物
価
高
騰
、
失
業
も
ま
た
深
刻
で
あ
り
、
民
衆
の
不
満
は
沸
点
に
達
し
た
。
一
九
四
七
年
二
月
二
七
日
、
専
売
局
職
員
が
台
北
市
延
平
北
路
で
闇
煙
草
の
取
締
を
行
い
、
女
販
売
人
を
負
傷
さ
せ
、
さ
ら
に
道
行
く
人
を
誤
っ
て
射
殺
し
た
。
民
衆
は
激
怒
し
、
翌
日
台
北
の
群
衆
は
デ
モ
を
行
い
、
行
政
長
官
公
署
に
赴
き
、
犯
人
の
処
罰
を
要
求
し
た
が
、
不
意
に
一
斉
掃
射
に
遭
い
、
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
た
。
こ
れ
が
台
湾
全
土
へ
の
抗
争
拡
大
の
導
火
線
と
な
っ
た
。
こ
の
争
い
を
解
決
し
、
積
怨
を
晴
ら
す
た
め
に
、
各
地
の
士
紳
は
、
事
件
処
理
委
員
会
を
組
織
し
、
中
に
立
っ
て
両
者
の
協
調
と
政
治
改
革
を
訴
え
た
。
陳
儀
は
、
そ
れ
に
協
力
す
る
と
み
せ
か
け
て
、
士
紳
を
｢
奸
匪
叛
徒｣
(
叛
乱
分
子)
と
み
な
し
、
南
京
に
派
兵
を
請
う
た
。
国
民
政
府
主
席
蒋
中
正
は
、
報
に
接
す
る
と
す
ぐ
に
台
湾
へ
の
派
兵
を
決
定
し
、
三
月
八
日
、
第
二
十
一
師
団
が
劉
雨
卿
師
団
長
の
指
揮
の
も
と
で
基
隆
に
上
陸
し
た
。
一
〇
日
、
台
湾
全
土
に
戒
厳
令
が
布
か
れ
、
警
備
総
司
令
部
参
謀
長
柯
遠
芬
、
基
隆
要
塞
司
令
史
熹
、
高
雄
要
塞
司
令
彭
孟
緝
、
お
よ
び
憲
兵
団
長
張
慕
陶
ら
が
清
郷
(
地
方
や
農
村
の
反
政
府
的
人
士)
を
鎮
圧
し
た
際
、
無
辜
の
人
達
も
連
座
し
、
数
ヶ
月
の
間
に
死
傷
、
失
踪
者
は
数
万
人
に
の
ぼ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
も
基
隆
、
台
北
、
嘉
義
、
高
雄
が
と
り
わ
け
惨
状
を
呈
し
た
。
世
に
言
う
二
二
八
事
件
は
、
そ
の
後
半
世
紀
近
く
の
長
期
に
わ
た
る
戒
厳
令
下
に
お
い
て
、
口
を
つ
ぐ
ん
で
語
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
一
つ
の
禁
忌
と
な
っ
た
。
だ
が
、
積
も
り
に
積
も
っ
た
冤
罪
の
鬱
憤
は
、
省
籍
矛
盾
や
統
独
問
題
と
し
て
立
ち
現
れ
た
。
一
九
八
七
年
戒
厳
令
解
除
後
、
各
界
は
、
安
定
的
な
平
和
を
強
く
望
み
、
二
二
八
事
件
の
調
査
研
究
を
進
め
た
。
そ
し
て
国
家
元
首
の
謝
罪
を
経
て
受
難
者
と
そ
の
遺
族
へ
の
補
償
が
進
展
し
、
紀
念
碑
の
建
立
も
行
わ
れ
た
。
社
会
の
大
き
な
傷
を
癒
す
に
は
全
人
民
の
協
力
と
努
力
に
頼
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
に
事
件
で
亡
く
な
っ
た
人
々
を
慰
霊
し
、
受
難
者
と
そ
の
遺
族
の
悲
憤
を
慰
め
、
国
民
に
歴
史
の
教
訓
と
し
て
紀
念
碑
を
建
立
す
る
。
自
今
、
わ
れ
ら
は
一
体
と
な
り
、
互
い
に
愛
を
も
っ
て
助
け
合
い
、
誠
実
を
も
っ
て
接
し
、
深
い
憎
し
み
と
恨
み
を
無
形
と
化
し
、
永
遠
の
平
和
を
祈
念
す
る
。
天
祐
の
宝
島
が
永
久
に
栄
え
ん
こ
と
を
。
財
団
法
人
二
二
八
事
件
紀
念
基
金
会
謹
立
中
華
民
国
九
一
(
二
〇
〇
二)
年
一
一
月
二
八
日
(
)
基
隆
二
二
八
紀
念
碑
の
左
横
に
置
か
れ
た
説
明
板
と
碑
台
座
に
刻
ま
れ
た
碑
文
の
日
本
語
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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(一)
説
明
板
二
二
八
和
平
紀
念
碑
設
計
説
明
エ
リ
ー
ト
の
鮮
血
の
昇
華
円
満
、
調
和
、
円
融
な
ど
を
含
意
す
る
｢
円｣
を
も
っ
て
二
二
八
紀
念
碑
建
碑
の
意
義
を
解
説
す
る
。
紀
念
碑
お
よ
び
景
観
は
、
ひ
と
し
く
｢
円｣
を
も
っ
て
基
本
型
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
寓
意
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。
一
、
黒
色
鋳
銅
の
円
柱
台
座：
受
難
者
に
対
す
る
無
限
の
追
想
、
哀
悼
を
表
す
。
台
座
に
は
碑
文
を
刻
み
建
碑
の
精
神
と
意
義
を
記
す
。
二
、
ゆ
っ
た
り
と
回
転
、
融
合
し
て
昇
っ
て
い
く
螺
旋：
円
柱
台
座
か
ら
昇
っ
て
い
く
螺
旋
は
、
二
二
八
受
難
エ
リ
ー
ト
の
鮮
血
が
昇
華
し
た
の
ち
の
思
い
を
表
す
。
そ
れ
は
不
断
に
光
と
熱
を
発
し
、
社
会
の
心
を
照
ら
し
て
光
輝
く
社
会
を
再
建
し
、
人
格
を
回
復
す
る
た
め
の
礎
石
で
あ
る
。
そ
し
て
歴
史
の
真
相
を
認
識
し
た
う
え
で
、
陰
影
か
ら
抜
け
だ
し
、
寛
容
の
心
を
持
ち
、
早
逝
し
た
英
霊
を
慰
め
、
調
和
・
団
結
し
た
、
公
正
な
社
会
を
創
造
す
る
こ
と
を
期
す
も
の
で
あ
る
。
(
二)
碑
文
基
隆
市
二
二
八
和
平
紀
念
碑
文
太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
、
台
湾
は
植
民
地
統
治
か
ら
離
脱
し
た
。
国
民
政
府
は
、
台
湾
を
接
収
し
た
。
治
台
政
策
の
誤
り
、
初
代
台
湾
省
行
政
長
官
陳
儀
の
民
情
を
顧
み
な
い
態
度
に
加
え
て
、
官
紀
の
腐
敗
、
特
権
の
横
行
に
よ
り
、
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
は
崩
れ
、
物
価
は
高
騰
し
、
台
湾
人
民
の
生
活
は
困
窮
を
極
め
、
怨
嗟
の
声
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
ふ
れ
た
。
一
九
四
七
年
二
月
二
七
日
、
台
湾
省
専
売
局
職
員
が
台
北
市
大
稲

で
闇
煙
草
の
取
締
を
起
こ
っ
た
際
、
女
販
売
人
を
殴
打
負
傷
さ
せ
、
か
つ
抗
議
市
民
を
射
殺
し
た
。
翌
二
八
日
民
衆
は
、
台
湾
省
行
政
長
官
公
署
に
請
願
デ
モ
を
行
う
も
機
銃
掃
射
に
遭
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
民
衆
の
蜂
起
は
、
全
島
に
広
が
り
、
こ
こ
に
｢
二
二
八
事
件｣
が
発
生
し
た
。
三
月
八
日
、
国
民
政
府
が
鎮
圧
の
た
め
に
派
遣
し
た
第
二
一
師
団
が
基
隆
に
上
陸
し
、
小
銃
と
機
銃
で
民
衆
を
射
撃
し
、
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
た
。
三
月
一
〇
日
の
明
け
方
、
部
隊
は
、
本
市
各
地
で
一
軒
一
軒
戸
口
捜
査
を
行
い
、
各
戸
の
壮
丁
を
強
行
的
に
連
行
し
た
。
三
月
一
一
日
、
八
堵
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駅
の
駅
職
員
を
射
殺
し
た
。
そ
し
て
基
隆
港
の
波
止
場
、
田
寮
港
の
運
河
、
社
寮
島
、
旧
市
街
元
町
派
出
所
の
後
ろ
の
海
面
に
は
惨
殺
さ
れ
た
無
辜
の
民
衆
の
死
体
が
漂
っ
た
が
、
こ
れ
は
統
治
者
が
基
隆
市
民
を
無
差
別
的
に
殺
害
し
た
証
で
あ
る
。
今
こ
こ
に
中
正
公
園
の
高
峰
に
紀
念
碑
を
建
て
る
。
そ
れ
は
、
浩
瀚
な
太
平
洋
に
対
面
し
、
我
々
の
受
難
者
に
対
す
る
追
悼
の
念
を
表
す
も
の
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
調
和
、
公
正
、
光
明
の
来
臨
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
台
湾
人
民
が
当
時
の
特
殊
時
局
を
体
認
し
、
寛
恕
、
平
和
の
心
情
を
も
っ
て
こ
の
歴
史
の
傷
を
慰
め
、
よ
り
よ
い
未
来
へ
向
け
て
と
も
に
手
を
携
え
て
進
む
こ
と
を
期
待
す
る
。
基
隆
市
長
許
財
利
基
隆
市
二
二
八
関
懐
協
会
謹
誌
中
華
民
国
九
二
(
二
〇
〇
三)
年
二
月
二
八
日
134
